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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月23日(2018.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クライアント端末と少なくとも１つのサーバとの間に配置されるように適合された第１
のタイプのキャッシュであって、複数のリプレゼンテーションで利用可能なマルチメディ
アコンテンツのセグメントを求める要求を前記クライアント端末から受信するように構成
された、前記第１のタイプのキャッシュを操作する方法であって、前記方法は、
　セグメントの少なくとも第１のリプレゼンテーションを求める要求を、前記クライアン
ト端末から受信することと、
　前記第１のリプレゼンテーションが前記第１のタイプのキャッシュによってキャッシュ
されていない場合、
　　前記第１のタイプのキャッシュによってキャッシュされている、前記セグメントの１
つの代替のリプレゼンテーションと、
　　前記第１のタイプのキャッシュと前記クライアント端末との間に配置された第２のタ
イプのキャッシュが、応答の前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュしないように
するための第１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替のリプレゼンテーションを識別して、追加の第１のタイプのキャ
ッシュが前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュできるようにする第２の追加情報
と
　を含む応答を、前記クライアント端末に送信することとを含む、前記方法。
【請求項２】
　前記第１のリプレゼンテーションがキャッシュされていない場合に、前記送信すること
に先立って、前記第１のタイプのキャッシュは、前記セグメントの１つの代替のリプレゼ
ンテーションをキャッシュしているか否かをチェックする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記セグメントの前記少なくとも１つの代替のリプレゼンテーションは、前記クライア
ント端末が送信した前記要求において特定されている、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記クライアント端末が送信した前記要求は、前記第１のリプレゼンテーションのみを
含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のタイプのキャッシュは、ＨＴＴＰアダプティブストリーミング・アウェア・
キャッシュであり、前記第２のタイプのキャッシュはレガシーキャッシュである、請求項
１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記要求はＨＴＴＰ要求であり、前記第１の追加情報は、前記応答のキャッシュ制御ヘ
ッダ内に含まれる、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記要求はＨＴＴＰ要求であり、前記第２の追加情報は、前記応答の追加のヘッダ内に
含まれる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　クライアント端末と少なくとも１つのサーバとの間に配置されるように適合された第１
のタイプのキャッシュであって、複数のリプレゼンテーションで利用可能なマルチメディ
アコンテンツのセグメントの少なくとも第１のリプレゼンテーションを求める要求を前記
クライアント端末から受信するように構成されている第１のタイプのキャッシュを備える
ネットワーク装置であって、
　前記第１のタイプのキャッシュは、前記クライアント端末に応答を送信するように構成
された追加のモジュールを含み、前記応答は、
　　前記第１のタイプのキャッシュによってキャッシュされた、前記セグメントの１つの
代替のリプレゼンテーションと、
　　前記第１のタイプのキャッシュと前記クライアント端末との間に配置された第２のタ
イプのキャッシュが、応答の前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュしないように
するための第１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替のリプレゼンテーションを識別して、追加の第１のタイプのキャ
ッシュが前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュできるようにする、第２の追加情
報と、
　を含む、ネットワーク装置。
【請求項９】
　前記第１のタイプのキャッシュが、前記要求の前記第１のリプレゼンテーションをキャ
ッシュしているか否か、または、前記第１のリプレゼンテーションをキャッシュしていな
い場合に、前記セグメントの少なくとも１つの代替のリプレゼンテーションをキャッシュ
しているか否かをチェックするように構成された制御モジュールを含む、請求項８に記載
のネットワーク装置。
【請求項１０】
　前記セグメントの前記少なくとも１つの代替のリプレゼンテーションは、前記クライア
ント端末が送信した前記要求において特定される、請求項９に記載のネットワーク装置。
【請求項１１】
　前記クライアント端末が送信した前記要求は、前記第１のリプレゼンテーションのみを
含む、請求項９に記載のネットワーク装置。
【請求項１２】
　前記第１のタイプのキャッシュはＨＴＴＰアダプティブストリーミング・アウェア・キ
ャッシュであり、前記第２のタイプのキャッシュはレガシーキャッシュである、請求項８
～１１のいずれか一項に記載のネットワーク装置。
【請求項１３】
　複数のリプレゼンテーションで利用可能なマルチメディアコンテンツのセグメントの少
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なくとも第１のリプレゼンテーションを求める要求を、少なくとも１つのサーバに送信す
るように構成された端末であって、
　前記少なくとも１つのサーバと前記端末との間に配置された第１のタイプのキャッシュ
から、
　　前記第１のタイプのキャッシュによってキャッシュされた、前記セグメントの１つの
代替のリプレゼンテーションと、
　　前記第１のタイプのキャッシュと前記端末との間に配置された第２のタイプのキャッ
シュが、応答の前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュしないようにするための第
１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替のリプレゼンテーションを識別して、追加の第１のタイプのキャ
ッシュが前記代替のリプレゼンテーションをキャッシュできるようにする、第２の追加情
報と、
　を含む応答を、受信するように構成された通信モジュールを含む、端末。
【請求項１４】
　請求項１～７の少なくとも１項に記載の方法のステップを実施するためのプログラムコ
ード命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　プロセッサによって実行可能であり、請求項１～７の少なくとも１項に記載の方法のス
テップを実施するためのプログラムコード命令を含む、コンピュータプログラムを記録す
る、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　コンピュータ可読記憶媒体は、１つまたは複数のコンピュータ可読媒体で実現され、か
つ、コンピュータで実行可能なコンピュータ可読プログラムコードをその媒体上に有する
コンピュータ可読プログラム製品の形を取ることができる。本明細書で使用されるコンピ
ュータ可読記憶媒体は、本来、情報を記憶する能力を備え、そこから情報を読み出すこと
ができる非一時的記憶媒体と考えられる。コンピュータ可読記憶媒体は、例えば、電子、
磁気、光、電磁、赤外線、または、半導体のシステム、装置、デバイス、または、それら
の任意の適切な組み合わせであってよいが、それらに限られない。本原理を適用可能なコ
ンピュータ可読記憶媒体のより具体的な例としては、携帯型コンピュータディスケット、
ハードディスク、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、
消去可能プログラマブルリードオンリメモリ（ＥＰＲＯＭまたはフラッシュメモリ）、携
帯型コンパクトディスクリードオンリメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、光記憶装置、磁気記憶装
置、または、それらの任意の適切な組み合わせが挙げられるが、当業者によって容易に理
解されるように、これらは例示的なものであって、完全に列挙したものではないことを理
解されたい。
［付記１］
　クライアント端末（ＣＴ）と少なくとも１つのサーバ（ＳＥ）との間に配置されるよう
に適合された第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）であって、複数の表現で入手可能な
マルチメディアコンテンツのセグメントを求める前記クライアント端末（ＣＴ）からの要
求を受信するように構成された、前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）を操作する
方法であって、前記方法は、
　セグメントの少なくとも第１の表現を求める要求を、前記クライアント端末（ＣＴ）か
ら受信するステップ（Ｓ１）を含み、前記方法は、
　前記第１の表現が前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）によってキャッシュされ
ていない場合、



(4) JP 2015-230731 A5 2018.7.5

　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）によってキャッシュされている、前記セ
グメントの１つの代替の表現と、
　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）と前記クライアント端末（ＣＴ）との間
に配置された第２のタイプのキャッシュ（ＲＮＥ）が、応答の前記代替の表現をキャッシ
ュしないようにするための第１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替の表現を識別して、追加の第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ
）が前記代替の表現をキャッシュできるようにする第２の追加情報と
　を含む応答を、前記クライアント端末（ＣＴ）に送信するステップ（Ｓ４）をさらに含
む、前記方法。
［付記２］
　前記第１の表現がキャッシュされていない場合に、前記送信するステップ（Ｓ４）に先
立って、前記第１のタイプのキャッシュは、自身が、前記セグメントの１つの代替の表現
をキャッシュしているか否かをチェックする（Ｓ２）、付記１に記載の方法。
［付記３］
　前記セグメントの前記少なくとも１つの代替の表現は、前記クライアント端末（ＣＴ）
が送信した前記要求において特定されている、付記２に記載の方法。
［付記４］
　前記クライアント端末（ＣＴ）が送信した前記要求は、前記第１の表現のみを含む、付
記２に記載の方法。
［付記５］
　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）は、ＨＴＴＰアダプティブストリーミング
・アウェア・キャッシュであり、前記第２のタイプのキャッシュ（ＲＮＥ）はレガシーキ
ャッシュである、付記１～４のいずれかの項に記載の方法。
［付記６］
　前記要求はＨＴＴＰ要求であり、前記第１の追加情報は、前記応答のキャッシュ制御ヘ
ッダ内に含まれる、付記１～５のいずれかの項に記載の方法。
［付記７］
　前記要求はＨＴＴＰ要求であり、前記第２の追加情報は、前記応答の追加のヘッダ内に
含まれる、付記６に記載の方法。
［付記８］
　クライアント端末（ＣＴ）と少なくとも１つのサーバ（ＳＥ）との間に配置されるよう
に適合された第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）であって、複数の表現で入手可能な
マルチメディアコンテンツのセグメントの少なくとも第１の表現を求める要求を前記クラ
イアント端末（ＣＴ）から受信するように構成され、
　前記クライアント端末（ＣＴ）に応答を送信するように構成された追加のモジュール（
２）を含み、前記応答は、
　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）によってキャッシュされた、前記セグメ
ントの１つの代替の表現と、
　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）と前記クライアント端末（ＣＴ）との間
に配置された第２のタイプのキャッシュ（ＲＮＥ）が、応答の前記代替の表現をキャッシ
ュしないようにするための第１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替の表現を識別して、追加の第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ
）が前記代替の表現をキャッシュできるようにする、第２の追加情報と、
　を含む、第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）。
［付記９］
　前記第１のタイプのキャッシュが、前記要求の前記第１の表現をキャッシュしているか
否か、または、前記第１の表現をキャッシュしていない場合に、前記セグメントの少なく
とも１つの代替の表現をキャッシュしているか否かをチェックするように構成された制御
モジュール（５）を含む、付記８に記載の第１のタイプのキャッシュ。
［付記１０］
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　前記セグメントの前記少なくとも１つの代替の表現は、前記クライアント端末（ＣＴ）
が送信した前記要求において特定された、付記９に記載の第１のタイプのキャッシュ。
［付記１１］
　前記クライアント端末（ＣＴ）が送信した前記要求は、前記第１の表現のみを含む、付
記９に記載の第１のタイプのキャッシュ。
［付記１２］
　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）はＨＴＴＰアダプティブストリーミング・
アウェア・キャッシュであり、前記第２のタイプのキャッシュ（ＲＮＥ）はレガシーキャ
ッシュである、付記７～１１のいずれかの項に記載の方法。
［付記１３］
　複数の表現で入手可能なマルチメディアコンテンツのセグメントの少なくとも第１の表
現を求める要求を、少なくとも１つのサーバ（ＳＥ）に送信するように構成された端末で
あって、
　前記少なくとも１つのサーバ（ＳＥ）と前記端末（ＣＴ）との間に配置された第１のタ
イプのキャッシュから、
　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）によってキャッシュされた、前記セグメ
ントの１つの代替の表現と、
　　前記第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ）と前記クライアント端末（ＣＴ）との間
に配置された第２のタイプのキャッシュ（ＲＮＥ）が、前記応答の前記代替の表現をキャ
ッシュしないようにするための第１の追加情報と、
　　前記応答の前記代替の表現を識別して、追加の第１のタイプのキャッシュ（ＤＡＮＥ
）が前記代替の表現をキャッシュできるようにする、第２の追加情報と、
　を含む応答を、受信するように構成された通信モジュール（２Ａ）を含む、端末。
［付記１４］
　通信ネットワークからダウンロード可能な、および／または、コンピュータ可読媒体に
記録された、および／または、プロセッサによって実行可能な、コンピュータプログラム
製品であって、付記１～７の少なくとも１項に記載の方法のステップを実施するためのプ
ログラムコード命令を含む、コンピュータプログラム製品。
［付記１５］
　プロセッサによって実行可能であり、付記１～７の少なくとも１項に記載の方法のステ
ップを実施するためのプログラムコード命令を含む、コンピュータプログラム製品を記録
する、非一時的コンピュータ可読媒体。
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